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罫一 一一 編 集 後 記 蝋 ㎜ ・ ・ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 脚 弩

謹んで新年の知慶びを申し上げますQ

「暖 かいです ね 」を挨拶 代 りに交 していた初 冬でしたが,そ の時期になればそれなりの寒 さ

を感ず る今 日この頃です。 低温 センターだ よ り第33号 をお届け します。 今回のセ ンターだ よ

りも塚原 さんの 「低温と脳 」,佐 々木 さんの 「液体ヘ リウムとBose凝 縮 」な ど深遠な研究 ノ

ー トか ら
,門 脇さんの 「1K以 下 での磁化測定法 」や好評の低温 中級技術 シ リーズでは岡 田さ

んの 「超電導連続 液面計 」な どす ぐに役立つ情報までバラエテ ィに富んだ内容の ものを掲載す

ることが出来ま した。

ますます尖鋭化する科学論文 の中で,読 み易 く分か り易さを"モ ッ トず≧としてい る本誌で

は投稿 依頼票 の"専 門外の人々にも理解 できる ・… ・・'}と い う件に更に"予 備知識な しに`}と

い う一文句 をつけ加 えることにな りました。 皆様の より一層 の御 協力を訟願 い致 します。

編集委員会恒例の暮の納会(勿 論 自前)で は"ラ ンダム系の物理 に話題が集 中し ・"ロック

インァ ンプ"と"プ ロツホ関数 ゐを追放 した新 しい物理を探ろ うとい う議論 が百出 したが結局

"ラ ンダムな結論 ユに達 した様で ありま した
。 猫 と一 緒に一度頭 を冷 して考え直そ うとい うこ

とで御開 きにな り'ました。

中島氏の代 りに服部武志氏(内 線:吹 田4667)が 新 たに編集委 員にな られ『ました。

(大 山 記)
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〈表紙説明〉 低温 とネ コの脳一 コタツにあた りなが らも頭 は冷や しているとい う

ネコの昌 ヤウ(now)い 話(本 文p。1参 照)


